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1．はじめに

 尼崎運河は大阪湾の最奥部に位置し，水門と直立

護岸に囲まれている閉鎖性，停滞性の強い水域であ

る．現在，富栄養化や貧酸素化，有機汚泥の堆積な

どにより，水環境が著しく劣化し生物多様性は低く

なっている．汚濁水域であることから，親水性は低

くなり，市民による利活用に乏しい．この様な状況

を踏まえ， 2005年に尼崎シーブルー事業が策定 1) 

され，2012年 3 月に水質浄化施設が竣工した．この

施設は，尼崎運河に生息する生物の浄機能と市民協 

働活動を組み合わせた，低コストで地域活性を伴う持続可能な水質浄化を目的としている．施設は，二枚貝を

用いた濁り除去水槽，藻類を用いた栄養塩回収水路，生物多様性を目指した人工干潟，市民により海産バイオ

マスを取り上げ堆肥化を行う活動により形成されている．本干潟は全長 27.5m，幅 3m，勾配 1/100 となってお

り西側からは浄化水が流入し東側は尼崎運河と接続している．施設運用から 1 年が経過した時点で，人工干潟

では西側と東側で異なるプロセスによる底質悪化が発生したことが一色ら(2013)により報告されている 2)．そこ

で，本研究では尼崎運河の人工干潟の環境特性とそれに対応する利用方法を提案することを目的とする．  

2．調査方法 

2.1底質およびベントス量 

 人工干潟の底質の経月変化を明らかにする

ため，2011年 10月から 2013年 12 月まで毎月 1

回，現地調査を行った．調査地点は，図 2に示

す St.1～St. 4である．評価項目は底質(深度 3cm)

の，AVS(酸揮発性硫化物)である．また，15×

15cmコドラートを用いて深度 10cmまでに生息

する生物を採取し同定した．調査地点は図 2 

に示す St.a～St.eである． 

2.2底質活用実験 

 コウロエンカワヒバリガイが大量に発生する人工干潟東側の底質状況を把握するため，2013年 11月 7日に，

深度 10cmまで 1cm刻みの底質を，2014年 1月 9日に深度 5cmまで 1cm刻みの底質を図 2に示す St.a～St.e の

地点で評価した．  

3．調査結果 

3.1底質およびベントス量 

2012年 10月および 2013年 10月における AVS(深度 3cm)を図 3に，同時期における干潟内のベントス量を図

4に示す．人工干潟の底質は St.1 と St.4で AVSが上昇する傾向が見られた．東側ではコウロエンカワヒバリガ

イの底質上への付着が顕著であり，底質との関連が推察された．干潟内のベントスは多毛類やヨコエビ類，コ

ウロエンカワヒバリガイが出現する程度であった．干潟の地盤高の計測結果を図 5 に示す．底質投入時より全

図 1 水質浄化施設位置 

図 2 調査地点(上図；側面図，下図；鳥瞰図) 
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体的に低くなっており，沈下量は 0～22cm程度で，いずれの地点においても貫入抵抗値は底質投入時よりも高

くなり 20.6kg/cm
2程度であった．そのことから，本干潟では，圧密沈下が進行していたことが示唆された．干

潟における生物の出現状況を表 1に示す．2013年 4月～9 月にはボラの稚魚の出現を干潟中央・東側で確認し，

付着藻類を摂餌する様子が現地で見られた．生態系上の課題として，生物量の種間バランスの偏りや出現生物

種数の少なさ，再生産の場として機能していないといった課題があることが分かった． 

3.2底質活用実験 

 以上の解析より，この干潟は物質循環に偏りが生じやすい特性があることが分かった．そこで，本干潟では

定期的に土壌を入れ替え，取り上げた底質を植物栽培に活用することを考えた．採取した底質はコウロエンカ

ワヒバリガイが大量に生息する St.eで AVS が水産用水基準値である 0.2mg/gを超える値を示した．コウロエン

カワヒバリガイが大量に生息する人工干潟東側の底質を新たに入れ替えることを想定し，嫌気化した砂の利用

方法を検討するための実験を実施した．20×20cmコドラートを用いて深さ 10cmまでの砂を採取し，底質が均

一となるようによくかき混ぜ，薄く広げ風乾し AVS の経日変化を明らかにした．その結果，約 4日程度で嫌気

化が解消し，その砂に脱塩を施せば植物の発芽に利活用(コマツナの発芽率 100%)できることを確かめた． 

4. 結論 

本人工干潟において，東側でのコウロエンカワヒバリガイによる底質悪化は今後も継続すると考えられた．

東側の底質悪化については，砂ごとコウロエンカワヒバリガイを系外除去することによる対策が一方法である

と考えられる．生息する生物が少ないことに関しては，人工的に造成した小規模な海浜であっても基質の多様

化を図ることにより，多種多様な生物の生息を促し種の多様化につながることが木村ら（1997）により報告さ

れている 3)．このことから，本干潟においても基質の多様化を図り，種の多様化を促進することが一解決方法

であると考えられる．また，物質循環の視点で堆積物食者が少ないことから，干潟内の物質循環が滞っている

と考えられる．堆積物食者の減少は干出時間の長期化が原因と考えられるため，地盤高の変更が今後の課題で

あると考えられる． 

参考文献 

1) 兵庫県(2005)：尼崎西宮芦屋港尼崎地区，尼崎シーブルー事業計画技術検討会，第 1回検討会資料 

2) 一色圭佑ら(2013)：尼崎運河に新設した人工干潟の底質変動要因，日本沿岸域学会，講演概要集 No.26. 

3) 木村賢史ら(1997)：東京都湾内の浅場における生物の分布と水環境保全機能，東京都環境科学研究所年報 pp219-227. 

 

        

2012年 2013年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

西
側

中
央

東
側

図 4 ベントスの個体数 (左図 2012年 10月， 

右図 2013年 10月) 

) 表 1 人工干潟内における生物出現状況 
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図 3 底質中の AVS(左図 2012年 10月， 

右図 2013年 10月) 
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図 5 施設運用からの地盤高変化 
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